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Ⅰ．緒言

　2024年4月から開始された「医師の働き方改
革」の推進に伴い、タスク・シフト／シェアが
進められている1）。これにより、臨床検査技師
は採取可能な検体の種類や実施可能な生理学的
検査が追加されるなど、今までの役割や業務範
囲を超え、活躍の場を広げることが期待されて
いる2）。一方、タスク・シフト／シェアの導入
にあたっては、責任の明確化や、インシデント
やアクシデントの発生リスクに対する懸念もあ
る。板橋らの検討にて、適切な教育・訓練と管

理体制が整った施設ではアクシデントの発生が
抑えられているとの報告があった3）。こうした
背景からも、生化学自動分析装置においては、
検査の迅速化に加え、検査業務の効率化による
業務負担の軽減が強く求められている。
　このような要求に応えるべく、日立ハイテク
は2024年8月にLABOSPECT 006 α (Fig. 1)の発売
を開始した。LABOSPECT 006 αは、中規模病
院の主力機および緊急検査機や大規模病院のバ
ックアップ機など、検査室の運用に合わせてさ
まざまな場面で活用される中形自動分析装置で
ある。本製品はLABOSPECT 006の特長である、
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超音波による非接触撹拌、専用試薬ボトル、最
小1 µLの試料微量分注技術を引き継ぎながら、
ユーザーニーズを取り入れ、測定前作業やメン
テナンス業務の効率化などのユーザビリティ向
上を追求した。

Ⅱ .　製品の特長

　本製品の仕様をTable 1に示す。また、ユーザ
ビリティ向上と効率化に貢献する機能をワーク
フローに沿って紹介する。
1．測定前の準備
　測定結果の信頼性維持のため、日々のメンテ
ナンスやキャリブレーション、精度管理試料の
測定が必要である。

1）自動ブランクキャリブレーション機能
　ブランクキャリブレーションは、ゼロ濃度の
標準液を測定し、試料の成分濃度等の算出に用
いる検量線を更新する作業である。従来装置で
は、ブランクキャリブレーションの依頼および
試料である生理食塩水や純水を検査技師が準備
していた。LABOSPECT 006 αでは、装置内の
純水を試料として使用することで、装置立ち上
げ時にブランクキャリブレーションの自動実行
を可能にした（Fig. 2）。本機能の活用により、
検査技師は忙しい朝の作業を省力化できる。
2）試薬ボトルの使用状況に応じた精度管理の
セット依頼機能
　装置や試薬の状態確認のため定期的に実施し
ている精度管理測定を、試薬ボトルの使用状況

Fig. 1  LABOSPECT 006 α装置外観

項目 標準仕様
処理能力 比色 最大 1,000テスト/時

ISE 最大 900テスト/時
HbA1c 最大 500テスト/時

検体量 1.0～ 25.0 μL（0.1 μLステップ）
攪拌 非接触方式（超音波攪拌）
外形寸法 2,120（W）×1,140（D）×1,350（H）mm＊
質量 約700 kg

最大記憶データ数
（一般・緊急・コントロール）

検体データ ： 12,000検体
反応過程データ ： 全測定結果を保存

その他 操作部ディスプレイ：
21.5型液晶タッチパネル

＊ 外形寸法の高さ（H）は操作部を含めない数値。

Table 1 LABOSPECT 006 αの仕様
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（使用中ボトルのみ、待機ボトルのみ、使用中
および待機ボトルの両方）ごとに事前に設定し
た項目グループを一括で依頼できるようになっ
た。運用例を以下に示す。
・ 朝の精度管理では、ルーチンに使用する任意
の項目群の使用中および待機ボトルの両方に
対して精度管理試料を測定する（スタート
アップQC）。
・ ルーチン中に残量が少ない項目がある場合に
は、該当する項目に対し待機試薬を設置後、
全ての待機試薬に対して精度管理試料を測定
する（待機試薬QC）。
・ 午後の精度管理では、任意の項目群の使用中
ボトルに絞り精度管理試料を測定する（ルー
チンQC）。
　このように、状況に応じて依頼機能を使い分
けることで、日々の精度管理試料の測定依頼の
手間を削減することができる。

2．ルーチン測定
1）洗剤チェンジオーバー機能
　従来製品は、反応容器洗浄用の洗剤ボトルを
1本しか搭載できず、洗剤残量が少ない状態か
ら測定を開始した場合、洗剤不足により測定途
中で装置が停止するリスクがあった。本製品で
は2本の洗剤ボトルを搭載可能とし、一方のボ
トルの洗剤が不足した場合に他方のボトルに切
り替えて測定を継続できる機能（チェンジオー
バー機能）を実装した。これにより、測定中の
洗剤残量を気にする必要が無くなり、消耗品管
理の心理的負担を低減した。
　また、検査技師による装置内の洗剤残量の管
理について、従来は洗剤ボトル内の残量から次

の測定中に不足とならないか判断する必要が
あった。本機能により、測定中に1本の洗剤ボ
トルが空になることを気にする必要が無くな
り、ルーチン測定後に空ボトルがある場合は交
換する管理へと判断を簡略化でき、管理の手間
を軽減できる。
2）試薬交換作業の改善
　測定で使用する試薬の交換には時間を要す
る。以下の3項目について、試薬交換の短縮や
省力化を実現した。
・試薬設置の作業量の低減
　 試薬を設置するために開ける必要がある装置
カバーの数を2つから1つに減らし、試薬ディ
スクの近くに残量登録を実行するボタンを配
置することで、試薬設置から残量登録までの
検査技師の作業を低減した。
・試薬残量の登録動作の短縮
　 LABOSPECT専用試薬のうち、新規設置・交
換・設置ポジションを変更した試薬のみを残
量登録の対象とすることで、装置の試薬登録
にかかる時間を低減した。
・ 装置稼働中の試薬設置を可能とする機能（試
薬登録予約機能）の追加
　測定中の任意のタイミングで検査技師が試薬
登録を予約できる機能を追加した。予約してお
くことで、装置に設置した患者検体の測定完了
後、反応容器を洗浄中に試薬を設置することが
可能となった。本機能により試薬登録後から測
定再開までの時間を短縮できる。
3）画面の操作性向上
　ワイドモニターを採用し、画面左側のエリア
の操作性は従来機であるLABOSPECT 006を踏
襲し、画面右側に新たな表示エリアを追加した。

Fig. 2  ブランクキャリブレーション工程の比較
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新規表示エリアでは、試薬残量や次回メンテナ
ンス時期が確認できる他、任意に入力可能なメ
モ欄を使用できる（Fig. 3）。必要な情報を1つ
の画面で確認可能となり、操作性を向上した。

3．測定後メンテナンス
1）サンプルプローブヒート洗浄機能
　試料分注の性能維持のため、毎日終業時に手
作業でのサンプルプローブ清掃が必要である。
LABOSPECT 006 αでは加温したアルカリ洗剤
を用いてプローブの内側と外側を自動で洗浄す
る機能である「サンプルプローブヒート洗浄」

を追加した。本機能の洗浄手順をFig. 4に示す。
本機能の活用により、検査技師の負担となる手
作業でのサンプルプローブの清掃頻度を毎日1

回から週に1回に低減できる。

4．装置管理
1）ユーザー保守部品の交換頻度低減
　本装置ではピペッタ方式の分注機構を採用し
ている。ピペッタの密封性が損なわれると、分
注精度が低下し、測定結果不良の原因となる可
能性がある。ピペッタ内の密封性を高めるため
の部品（ピペッタシールピース）はピペッタの

Fig. 4  サンプルプローブヒート洗浄の流れ

Fig. 5  試薬管理情報の印字例

Fig. 3  拡張画面の例
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動作により摩耗し、密封性能が低下するため、
定期交換が必要である。ピペッタには着脱する
部品数が多く、ピペッタシールピースの交換作
業は時間がかかる。本製品では摩耗しにくい構
造を採用することで、ピペッタシールピースの
交換頻度を3カ月に1回から1年に1回に低減し、
煩雑なユーザー保守の頻度を低減した。
2）試薬管理情報の出力機能
　装置上で試薬の使用を開始した日時と最終取
り出し日時を帳票で出力する機能を搭載した
（Fig. 5）。これにより、精度管理試料が範囲外
となった場合に、試薬のチェンジオーバーが関
係していないかを確認することや、試薬管理台
帳へ記載する情報としての活用が可能となる。
3）高品質な検査を支えるプラットフォーム
　本製品は、「オンラインシステムLABOSPECT 

PlaNet」と「反応過程近似解析ツールMiRuDa」
を標準装備している。これらのツールは、専用
端末（SVP：service processor）を通じてアラー
ムやログ、患者検体の反応過程などの情報を装
置からクラウドへ随時アップロードする。これ
らの情報を活用することで検査業務や機器保守
の効率化を図る。また、個々の患者検体の反応
過程の確認作業をサポートし検査のさらなる品
質向上につなげる。

Ⅲ．結語

　LABOSPECT 006 αは「LABOSPECTシリーズ」
での技術に加え、検査室の声を基に開発した新
機能を加えた。その他にも、プローブ内側の洗

浄に使用する水の圧力を目視確認するための
メーターを削除し、デジタル信号を用いて装置
に状態を判断させることで顧客の日々の点検項
目を低減したり、一部アラームについて対処が
必要となる部品の装置上の位置をオンラインヘ
ルプに図示することで対処の効率向上を図る
等、業務効率化につながる新機能を搭載してい
る。今後も日立ハイテクは、プラスアルファの
機能で医療を支える検査技師の負担軽減に貢献
していく。

　利益相反は以下のとおり：寒河江望、遠山優
衣、平間宏美（給与等の支給：株式会社日立ハ
イテク）
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